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表彰式のときには青空が広がりました

　　（クロスカントリースキー大会）

　　　　～＿ノパ、＿

　土曜閉庁
　　4月11日・25日
　　5月9日・23日
※出生・死亡・婚姻の届はできます

おめでた（雌1）
　　　　　　　　　　　（生年月日）
綾香ちゃん　樋口芳平さんの二女

　　　　　（湯　山）万助　　4・3・12
輝ちゃん　金子均さんの長男

　　　　　（西之前）渋海荘　4・3・20

お《鞄み（死亡）
　　　　　　　　　　（死亡年月日）
滝沢キヨさん　83歳

　　　　　（天水越）家の向　4・3・8
佐藤フクさん　85歳

　　　　（天水越）田市　　4・3・9
佐藤重次郎さん　83歳

　　　　（天水越）伴七　　4・3・19
佐藤マチさん　94歳

　　　　（天水越）栄や　　4・3・21
福原昭治さん　55歳

　　　　（天水越）坂中　　4・3・29
※3月1日から31日までの届出分です。

の

黛
む（

◎

イ
廿

ー
ひ

　　モ『rト「～　　熱

▼
4
月
の
予
定

－
目
　
新
任
教
職
員
対
面
式

　
　
防
災
行
政
無
線
放
送
開
始

4
目
　
各
小
学
校
人
学
式

6
日
　
松
之
山
中
学
校
入
学
式

16

日
　
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

19

目
　
第
六
回
松
之
山
温
泉
ク
ロ
ス

　
　
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

　
　
（
大
厳
寺
高
原
）

21

日
　
集
落
総
代
会

　
　
献
血
（
役
場
）

23

日
　
お
ふ
く
ろ
館
オ
ー
プ
ン

27
日
　
農
業
委
員
会
総
会

　　りす組
もとやましおりさん
（松之山　大清水）

おねえちゃんとチューリップをとってるの

画
・斐二’》

　　りす組

しだらゆうこさん
（松之山　町営住宅） おわかれするゆかちゃんを

書きました

▼
3
月
の
で
き
ご
と

8
日
　
技
道
場
作
品
展
（
1
3
日
ま
で

9
日
　
3
月
定
例
議
会
（
1
1
日
ま
で

B
日
　
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
会
議

14

日
　
松
之
由
中
学
校
卒
業
式

22

H
　
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
・
カ
ザ

　
　
　
マ
カ
ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
大
会

25
日
　
各
小
学
校
卒
業
式

　
　
民
生
委
員
会

27

H
臨
時
議
会

31

日
　
農
業
委
員
会
総
会 霜隷

広
報
ま
つ
の
や
ま
四
月
号

平
成
四
年
四
月
十
H
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
恩
の
．
．
κ
κ
ん
1
上
ハ
ー
．
二
一

編
集
／
総
務
課

▲（世
は＿帯
減内数女男1
　は／／／
　月』ベバ
　　匹1ノ又 一

／

　日九二二〇、
　と
　σ）　（（（
　　▲　 ▲　 ▲

　比　　　　　・一l　I咬　　八七七［

　
さ
て
、
広
報
を
担
当
し
て
一
年
が

過
ぎ
ま
し
た
が
、
毎
月
締
切
り
に
追

わ
れ
て
な
か
な
か
重
定
ど
お
り
に
発

行
で
き
ま
せ
ん
。

　
今
年
は
も
う
少
し
余
裕
を
持
っ
て

新
し
い
企
画
を
取
り
人
れ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
や
ご
．
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤

　
　
　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
四
月
か
ら
防
災
行
政
無
線
の
放
送

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
お
昼
と
夜
に
、
そ
の
日
の
話
題
や

お
知
ら
せ
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

　
わ
ず
か
一
．
一
分
位
の
放
送
で
す
が
、

文
雌
作
成
・
テ
ー
プ
吹
込
み
操
作
な

ど
を
含
め
る
と
約
一
時
間
か
か
り
ま

イ8

1
切
謹
1
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費

亀

A

ク
ロ
ス
カ
ン

蜜

風雨のなか力走する選手たち（用水池付近）

30秒問隔で2人同時にスタートするので、コース内には

大勢の選手がいました。

し
『
ヲ
i

　
　
　
　
I

ス
キ
i
大
会

　
暴
風
雨
が
吹
き
荒
れ
た
四
月
十
九

日
、
第
六
回
松
之
山
温
泉
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
が
大
厳
寺
高

原
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
の
方
た
ち
は
風
雨
を
気
に
し

な
が
ら
、
会
場
や
コ
ー
ス
の
整
備
を

朝
早
く
か
ら
行
い
ま
し
た
。

　
横
殴
り
の
北
風
は
、
準
備
が
終
っ

た
テ
ン
ト
を
ど
こ
か
へ
飛
ば
す
か
の

よ
う
に
吹
き
、
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
で
練

習
す
る
選
手
も
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
午
前
十
時
三
十
分
の
ス
タ
ー
ト
時

間
に
な
っ
て
も
雨
は
降
り
や
ま
ず
、

長
距
離
を
走
る
成
年
男
子
の
部
か
ら

予
定
ど
お
り
三
〇
秒
間
隔
で
コ
ー
ス

ヘ
飛
び
出
し
て
行
き
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
り
な

が
ら
、
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
の
デ
ッ
ド

ヒ
ー
ト
を
演
じ
て
い
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
し
た
選
手
は
少
し
で
も
早

く
着
替
え
よ
う
と
、
自
分
た
ち
の
テ

ン
ト
に
急
ぎ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
小
学
校
男
子
が
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
ろ
に
は
小
雨
と
な
り
、
小

学
校
女
子
が
ス
タ
ー
ト
す
る
時
に
は

青
空
が
見
え
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
三
五
二
名
の
選
手

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
が
、
悪
天

候
が
災
い
し
た
の
か
四
十
一
名
も
の

棄
権
者
が
出
ま
し
た
。

　
天
候
が
も
う
二
時
間
早
く
回
復
し

て
い
れ
ば
、
雄
大
な
自
然
を
楽
し
み

な
が
ら
競
争
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
成
績
は
町
外
選
手
が
上
位
を
占
め

る
部
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
中
学

校
男
子
一
年
生
の
部
で
松
之
山
中
学

校
の
高
橋
佳
男
君
が
優
勝
、
竹
内
寛

揮
君
が
二
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　
選
手
・
役
員
の
皆
さ
ん
、
雨
の
中

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　
来
年
は
晴
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。

戸

ヤ
姻

麺響

1

ら働〆』

ノ
・砂一　」
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　，／甲

，

’

雨を気にしながら次々とスタートする選手
キ友きつ抜　のデツド…

▼
4
学
校
女
子
五
年
生
以
下
（
三
キ
ロ
）

①
田
村
直
美
（
山
ノ
内
東
小
）
　
昭
分
1
0
秒
1

②
高
橋
佳
代
（
松
里
小
）
　
　
　
1
4
・
0
2
・
0

③
石
井
真
由
香
（
山
ノ
内
北
小
）
1
4
・
1
5
・
8

⑤
高
橋
沙
織
（
松
里
小
）
　
　
　
1
4
・
3
9
・
5

⑧
南
雲
智
子
（
浦
田
小
）
　
　
　
1
5
・
3
8
・
8

⑭
高
橋
美
幸
（
松
里
小
）
　
　
　
1
6
・
3
5
・
8

▼
小
学
校
女
子
六
年
生
（
三
キ
ロ
）

①
徳
永
郁
美
（
六
箇
小
）
　
　
　
1
2
・
3
5
・
0

②
中
村
美
由
紀
（
山
ノ
内
東
小
）
1
2
・
5
5
・
3

③
木
賀
朋
美
（
関
山
小
）
　
　
　
1
3
・
3
6
・
6

繰
⑦
村
山
久
美
（
松
里
小
）
　
　
　
1
4
分
5
7
秒
7

⑪
佐
藤
友
紀
（
浦
田
小
）
　
　
　
1
5
・
2
0
・
4

▼
小
学
校
男
子
五
年
生
以
下
（
五
キ
ロ
）

①
斎
木
慶
太
（
山
ノ
内
東
小
）

①
滝
沢
光
俊
（
　
〃
　
）

③
徳
竹
淳
之
（
山
ノ
内
北
小
）

⑤
村
山
卓
也
（
松
里
小
）

⑨
松
沢
隆
幸
（
松
之
山
小
）

⑩
佐
藤
利
昭
（
松
里
小
）

▼
小
学
校
男
子
六
年
生

①
清
水
雄
輔
（
山
ノ
内
東
小
）

②
若
井
澄
夫
（
西
五
十
沢
小
）

③
井
出
直
也
（
飯
山
常
盤
小
）

⑬
島
田
　
怜
（
松
里
小
V

▼
中
学
校
女
子
一
年
生

①
江
村
　
恵
（
外
丸
S
C
）

②
土
田
ゆ
う
子
（
六
日
町
中
）

q
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③
桑
原
麻
耶
（
外
丸
S
C
）
　
　
2
3
分
3
1
秒
9

▼
中
学
校
女
子
二
・
三
年
生
（
五
キ
ロ
）

①
吉
越
悠
子
（
町
立
妙
高
中
）
　
1
8
・
1
5
・
2

②
八
木
貴
子
（
五
十
沢
中
）
　
　
1
8
・
1
7
・
4

③
丸
山
亜
美
（
大
巻
中
）
　
　
　
1
8
・
2
9
・
3

⑧
小
見
祥
子
（
松
之
山
中
）
　
　
2
0
・
1
2
・
5

▼
中
学
校
男
子
一
年
生
（
五
キ
ロ
）

①
高
橋
佳
男
（
松
之
山
中
）
　
　
1
7
・
4
3
・
0

②
竹
内
寛
揮
（
　
〃
　
）
　
　
1
7
・
5
9
。
7

③
松
井
健
太
（
大
巻
中
〉
　
　
　
1
8
・
1
1
・
0

⑪
小
野
塚
英
之
（
松
之
山
中
）
　
1
9
・
3
2
・
6

⑫
本
山
広
海
（
　
〃
　
）
　
　
1
9
・
3
4
・
0

▼
中
学
校
男
子
二
・
三
年
生
（
＋
キ
ロ
）

①
池
田
泰
之
（
町
立
妙
高
中
）
　
2
9
・
4
6
・
0

②
岡
田
勝
己
（
　
〃
　
　
）
　
訓
　
4
5
　
3

③
加
藤
　
亨
（
　
〃
　
　
）
　
3
1
　
5
6
　
4

④
高
橋
利
一
（
松
之
山
中
）
　
　
3
2
　
2
2
・
9

⑩
飯
塚
伸
太
郎
（
　
〃
　
）
　
3
6
　
0
2
　
8

⑫
大
野
宏
仁
（
　
〃
　
）
　
　
3
6
　
2
0
・
1

▼
高
校
女
子
（
五
キ
ロ
）

①
竹
田
優
子
（
新
井
高
）
　
　
　
旭
　
2
6
・
6

②
後
藤
鹿
子
（
松
代
高
）
　
　
　
1
6
　
4
1
・
2

③
内
山
　
文
（
六
日
町
高
）
　
　
1
6
　
4
4
・
7

▼
高
校
男
子
（
＋
キ
ロ
）

①
春
日
則
弘
（
松
代
高
）
　
　
　
3
0
　
1
4
　
3

②
富
沢
｝
栄
（
津
南
高
）
　
　
3
0
2
6
1

③
加
島
辰
雄
（
松
代
高
）
　
　
　
3
0
　
3
9
　
5

▼
成
年
男
子
（
＋
キ
ロ
）

①
関
谷
修
一
（
高
田
自
衛
隊
V
　
3
0
　
n
・
6

②
永
井
利
夫
（
　
〃
　
　
）
　
3
0
　
3
5
・
5

③
富
井
稔
（
　
〃
　
）
　
3
2
5
6
・
7

⑦
小
林
辰
男
（
松
之
山
中
教
）
　
3
6
　
3
1
・
3

3
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費

亀

A

ク
ロ
ス
カ
ン

蜜

風雨のなか力走する選手たち（用水池付近）

30秒問隔で2人同時にスタートするので、コース内には

大勢の選手がいました。

し
『
ヲ
i

　
　
　
　
I

ス
キ
i
大
会

　
暴
風
雨
が
吹
き
荒
れ
た
四
月
十
九

日
、
第
六
回
松
之
山
温
泉
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
が
大
厳
寺
高

原
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
の
方
た
ち
は
風
雨
を
気
に
し

な
が
ら
、
会
場
や
コ
ー
ス
の
整
備
を

朝
早
く
か
ら
行
い
ま
し
た
。

　
横
殴
り
の
北
風
は
、
準
備
が
終
っ

た
テ
ン
ト
を
ど
こ
か
へ
飛
ば
す
か
の

よ
う
に
吹
き
、
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
で
練

習
す
る
選
手
も
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
午
前
十
時
三
十
分
の
ス
タ
ー
ト
時

間
に
な
っ
て
も
雨
は
降
り
や
ま
ず
、

長
距
離
を
走
る
成
年
男
子
の
部
か
ら

予
定
ど
お
り
三
〇
秒
間
隔
で
コ
ー
ス

ヘ
飛
び
出
し
て
行
き
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
り
な

が
ら
、
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
の
デ
ッ
ド

ヒ
ー
ト
を
演
じ
て
い
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
し
た
選
手
は
少
し
で
も
早

く
着
替
え
よ
う
と
、
自
分
た
ち
の
テ

ン
ト
に
急
ぎ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
小
学
校
男
子
が
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
ろ
に
は
小
雨
と
な
り
、
小

学
校
女
子
が
ス
タ
ー
ト
す
る
時
に
は

青
空
が
見
え
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
三
五
二
名
の
選
手

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
が
、
悪
天

候
が
災
い
し
た
の
か
四
十
一
名
も
の

棄
権
者
が
出
ま
し
た
。

　
天
候
が
も
う
二
時
間
早
く
回
復
し

て
い
れ
ば
、
雄
大
な
自
然
を
楽
し
み

な
が
ら
競
争
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
成
績
は
町
外
選
手
が
上
位
を
占
め

る
部
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
中
学

校
男
子
一
年
生
の
部
で
松
之
山
中
学

校
の
高
橋
佳
男
君
が
優
勝
、
竹
内
寛

揮
君
が
二
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　
選
手
・
役
員
の
皆
さ
ん
、
雨
の
中

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　
来
年
は
晴
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。

戸
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雨を気にしながら次々とスタートする選手
キ友きつ抜　のデツド…

▼
4
学
校
女
子
五
年
生
以
下
（
三
キ
ロ
）

①
田
村
直
美
（
山
ノ
内
東
小
）
　
昭
分
1
0
秒
1

②
高
橋
佳
代
（
松
里
小
）
　
　
　
1
4
・
0
2
・
0

③
石
井
真
由
香
（
山
ノ
内
北
小
）
1
4
・
1
5
・
8

⑤
高
橋
沙
織
（
松
里
小
）
　
　
　
1
4
・
3
9
・
5

⑧
南
雲
智
子
（
浦
田
小
）
　
　
　
1
5
・
3
8
・
8

⑭
高
橋
美
幸
（
松
里
小
）
　
　
　
1
6
・
3
5
・
8

▼
小
学
校
女
子
六
年
生
（
三
キ
ロ
）

①
徳
永
郁
美
（
六
箇
小
）
　
　
　
1
2
・
3
5
・
0

②
中
村
美
由
紀
（
山
ノ
内
東
小
）
1
2
・
5
5
・
3

③
木
賀
朋
美
（
関
山
小
）
　
　
　
1
3
・
3
6
・
6

繰
⑦
村
山
久
美
（
松
里
小
）
　
　
　
1
4
分
5
7
秒
7

⑪
佐
藤
友
紀
（
浦
田
小
）
　
　
　
1
5
・
2
0
・
4

▼
小
学
校
男
子
五
年
生
以
下
（
五
キ
ロ
）

①
斎
木
慶
太
（
山
ノ
内
東
小
）

①
滝
沢
光
俊
（
　
〃
　
）

③
徳
竹
淳
之
（
山
ノ
内
北
小
）

⑤
村
山
卓
也
（
松
里
小
）

⑨
松
沢
隆
幸
（
松
之
山
小
）

⑩
佐
藤
利
昭
（
松
里
小
）

▼
小
学
校
男
子
六
年
生

①
清
水
雄
輔
（
山
ノ
内
東
小
）

②
若
井
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（
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五
十
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小
）

③
井
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（
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山
常
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小
）

⑬
島
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怜
（
松
里
小
V

▼
中
学
校
女
子
一
年
生

①
江
村
　
恵
（
外
丸
S
C
）

②
土
田
ゆ
う
子
（
六
日
町
中
）

q
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③
桑
原
麻
耶
（
外
丸
S
C
）
　
　
2
3
分
3
1
秒
9

▼
中
学
校
女
子
二
・
三
年
生
（
五
キ
ロ
）
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立
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⑧
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2
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1
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5

▼
中
学
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男
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一
年
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五
キ
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7
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▼
中
学
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＋
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高
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男
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＋
キ
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1
4
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9
　
5

▼
成
年
男
子
（
＋
キ
ロ
）
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V
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0
　
n
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6

②
永
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利
夫
（
　
〃
　
　
）
　
3
0
　
3
5
・
5

③
富
井
稔
（
　
〃
　
）
　
3
2
5
6
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7

⑦
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林
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男
（
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教
）
　
3
6
　
3
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・
3

3



5

Φ

葺

気
竃
易
雪
書
塞

ぎ㎜㎜㈱㈱鵬槻㈱㈱㈱㈱㈱㈱㈱㈱㈱槻㈱槻槻㈱断董

おふくろ館
T942－13
新潟県東頸城郡

TEL
松之山町大字黒倉

　　6－2200

1879－4

　　　　　　　（02559）
島＿＿＿＿＿い＾＿＿い＾い心い＾＿＿＿＿＿＿う＿＿＿＿d

※お問い合わせ、お申し込みは直接「おふくろ館」へ

※こP利用の際は数名様以上のグループ単位で3日前までにお願いします。

◆宿　泊　料　宿泊定員40名（最大収容60名）

区　　　　分 料　　　　金 備　　　　　　考

・5歳以上小学校6年生までは小人
大　人　　　1　人 5，500円 宿泊料金とする。

（1泊2食付） 土曜日・祝祭日の前日は ・1人1室宿泊の場合は、　1，000円

500円増しとします。 増しとする。

。　4／29～5／5、　　8／13～8／17
小　人　　　1　人 5，000円 12／30～1／3、この間の宿泊は

（1泊2食付） 5歳未満は無料 500円増しとする。

※合宿等の宿泊料金にっいてはご相談に応じます。

◆研修室使用料　　3，000円

◆休憩料
1　日　1　人 500円 入湯税を含みます。

5人以上で1日前にご予約を願います。半　日　1　人 300円
◆飲食料 ◆持込料

の

子
ガ
等

　
（
ス

銚
ル
一

　
一
ユ

酒
ビ
ジ

本
本
本1

1
1

300円
500円
150円

酒（1．8㍑）　1本
ビール（大）　1本
ウイスキー　　1本

円
円
円0

0
0

0
0
0

0
n
∠
5

，
　
　
　
　
　
●
ノ

可
⊥
　
　
－

◆昼食料金　　ご相談に応じます。（700円～2，500円）

◆奉仕料

◆入湯税

宿泊の場合のみ、利用料総額の10％を加算させていただきます。

松之山町条例で定めた額をいただきます。

◆消費税及び特別地方消費税

◆定休日

それぞれ定めた法定額とする。

毎月第3水曜日　　（但し、第3水曜日が祝祭日の場合はその翌日）

◆その他　　・宿泊等の予約取消は、3日前までにお願いします。以後は取消料金

凶随」『

をいただきます。

・ご宴会、ご会合のお料理はご予算に応じ承ります。

謀羅驚難鍍綴蕊義＿＿＿＿騨．鰍．　．＿ノ『

4目23日

陰ようもんの湯おふくろ館オーブン

1陣⊃黛
　　　　　　』　　籍縞、野
　　塊　葵　・｝
　　㌔〆

　　（醗．1の

．．一誕

一評

ゆったりとした客室、大広間もあります

　
四
月
二
十
三
H
、
黒
倉
に
じ
ょ
う

も
ん
の
湯
「
お
ふ
く
ろ
館
」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　
じ
ょ
う
も
ん
（
縄
文
）
の
湯
と
は
、

お
ふ
く
ろ
館
の
近
く
で
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
た
十
文
字
遺
跡
（
縄
文
中
期

か
ら
後
期
）
に
ち
な
ん
で
名
づ
け
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
お
ふ
く
ろ
館
の
名
は
、
こ

の
建
物
の
運
営
を
引
受
け
て
い
る
黒

倉
集
落
の
お
ふ
く
ろ
さ
ん
た
ち
が
、

温
か
い
家
庭
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て

も
ら
お
う
と
名
づ
け
た
も
の
で
す
。

　
料
理
は
も
ち
ろ
ん
お
ふ
く
ろ
の
味

で
あ
り
、
松
之
山
の
郷
土
料
理
や
自

然
の
幸
に
恵
ま
れ
た
季
節
料
理
も
十

分
味
わ
え
ま
す
。

　
お
ふ
く
ろ
館
の
湯
は
単
純
硫
黄
鉱

泉
で
、
自
然
湧
出
し
て
い
る
鉱
泉
を

約
八
O
O
m
引
い
て
い
ま
す
。

　
お
ふ
く
ろ
館
か
ら
は
黒
姫
山
や
米

山
が
展
望
で
き
、
近
く
に
は
百
体
庚

申
や
三
十
三
観
音
も
あ
り
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
で
楽
し
み
た
い
方
、
一

日
ゆ
っ
く
り
休
み
た
い
方
の
た
め
に
、

格
安
な
宿
泊
料
や
休
憩
料
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
先
・
宿
泊
料
・
休
憩
料
・

定
休
日
な
ど
は
五
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
お
ふ
く
ろ
館
は
山
村
留
学

セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
使
用
さ
れ
、
山

留
生
の
皆
さ
ん
は
六
月
中
句
頃
か
ら

利
用
す
る
予
定
で
す
。

黒姫山や米山を展望できる食堂と浴室

！！　　　』■■■■■陰

ー
』
紀
ー

4
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高
額
療
養
費
の
受
領
委
任
が

　
　
　
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
松
之
山
町
国
民
健
康
保
険
で
は
平

成
四
年
四
月
一
日
か
ら
、
次
の
医
療

機
関
と
高
額
療
養
費
受
領
委
任
払
い

の
契
約
を
結
び
ま
し
た
。

　
入
院
等
で
一
部
負
担
金
が
高
額
療

養
費
に
該
当
す
る
場
合
は
、

に
申
し
出
て
手
続
き
を
行
い
、
自
己

負
担
限
度
額
（
別
表
）
を
病
院
等
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
契
約
医
療
機
関
は
次
の
と
お
り
で

す
。

高額療養費の自己負担限度額

松
之
山
診
療
所
、
県
立
松
代
病
院
、
㎜

大
正
医
院
、
上
村
病
院
、
県
立
十
日

町
病
院
、
中
条
病
院
、
立
川
総
合
病

院
、
長
岡
赤
十
字
病
院
、
国
立
療
養

所
犀
潟
病
院
、
県
立
中
央
病
院
、
高

田
西
城
病
院
、
常
心
荘
川
室
病
院
、

新
潟
労
災
病
院

　
こ
れ
以
外
の
病
院
等
で
受
診
・
入

院
さ
れ
て
い
て
、
高
額
療
養
費
の
対

象
に
な
る
見
込
み
の
方
は
、
役
場
の

福
祉
係
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

区

該当3か月未満 該当4か月から

分 （多数該当）

課
税
世
帯

60，000円 34，800円

非
課
税 33，600円 23，400円
世
帯

暇い

　
四
月
四
日
、
町
内
の
四
つ
の
小
学

校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
里
小
学
校
の
入
学
式
は
午
前
十

時
よ
り
体
育
館
で
行
わ
れ
、
来
賓
、

父
兄
、
先
生
方
や
在
校
生
が
拍
手
で

迎
え
る
な
か
、
一
年
生
が
担
任
の
先

生
に
連
れ
ら
れ
て
入
場
し
、
式
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
席
に
つ
い
た
一
年
生
は
、
自
分
の

名
前
が
呼
ば
れ
る
と
大
き
な
声
で
返

事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
堀
川
校
長
先
生
は
「
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
と
仲
良
く
勉
強
し
て
く
だ

　　概閉騨響購戦、》　　　＼
．濠　　風

建鼠驚』豪△，観　ノ
　　　自分の名前を呼ばれると大きな声で返事をしました

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松里小学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　億　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　碑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　扁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瑠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　儒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　襯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　儒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　償　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　僻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　擢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　儒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　σ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　骨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　望　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　億　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　得　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富　　　　　　　　　　　　　　　　　　　儒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　剃　　　　　　　　　　　　　　　　　　耀　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　欄　　　　　　　　　　　　　　　　欝　　　　　　　　　　　　　　　　御　　　　　　　　　　　　　　　鐸　　　　　　　　　　　　　　　鐸　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　富　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　僻　　　　　　　　　　　　曾　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　σ　　　　　　　　　卿　　　　　　　　　』　　　　　　　　岬　　　　　　　　冨　　　　　　　訂　　　　　　　〃　　　　　　覆　　　　　　げ　　　　　御　　　　　σ　　　　醒　　　　骨　　　”　　　げ　　β　　儒　欝　停σ鐸

さ
い
。
明
日
か
ら
は
大
き
な
ラ
ン
ド

セ
ル
を
背
負
っ
て
元
気
に
登
校
し
て

く
だ
さ
い
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
こ

の
子
供
た
ち
は
松
之
山
の
宝
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
個
性
が
伸
び
る
よ
う
、

家
庭
と
学
校
が
と
も
に
手
を
取
り
大

切
に
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
四
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
一
年
生
の
内
訳
は
、
松
之

山
小
学
校
十
四
名
、
松
里
小
学
校
十

一
名
、
東
川
小
学
校
一
名
、
浦
田
小

学
校
六
名
で
す
。

堺
松
ベ
ス
停
付
近
に
休
憩
施
設
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
の
休
憩
施
設
は
、
う
る
お
い
と

や
す
ら
ぎ
の
沿
道
整
備
事
業
に
よ
っ

て
作
ら
れ
、
国
道
よ
り
一
段
高
く
な

っ
て
い
ま
す
の
で
展
望
は
ば
つ
ぐ
ん

で
す
。

　
主
な
施
設
は
パ
ー
ゴ
ラ
（
日
陰
棚

野
外
卓
付
）
一
基
、
ベ
ン
チ
六
基
、

桜
六
本
、
花
壇
な
ど
で
す
。

　
国
道
沿
線
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
と

休
憩
施
設
の
利
用
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
皆
さ
ん
に
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
良
い
で

す
ね
。

　
な
お
、
駐
車
場
は
今
年
度
中
に
完

成
す
る
見
込
み
で
す
。

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
沿
道
整
備

国
道
三
五
三
号
線
の
小
谷
地
内
に
休
憩
施
設
が
で
き
ま
し
た

国
道
三
五
三
号
線
の
小
谷
地
内
、
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五
月
は
さ
わ
や
か
行
政
サ
ー
ビ
ス
推
進
月
間
で
す

　
役
所
な
ど
の
窓
口
で
不
便
な
思
い

を
し
た
り
、
不
親
切
な
扱
い
を
受
け

た
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
う
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
改
善

し
よ
う
と
、
五
月
を
「
さ
わ
や
か
行

政
サ
ー
ビ
ス
推
進
月
間
」
と
し
て
い

元気いっぱい
期待を胸に

i松之山中学校入学式
小学校入学式

ま
す
。

　
こ
の
月
間
で
は
、
親
切
で
真
心
の

こ
も
っ
た
行
政
を
実
現
す
る
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
総

点
検
を
行
い
ま
す
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
ご
意

　
四
月
六
日
午
前
十
時
よ
り
、
松
之

由
中
学
校
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏
と
柏
手

の
な
か
、
真
新
し
い
学
生
服
や
セ
ー

ラ
ー
服
を
着
た
一
年
生
が
入
場
し
ま

し
た
。

　
ク
ラ
ス
ご
と
に
名
前
が
呼
ば
れ
、

猪
田
校
長
先
生
よ
り
「
夢
や
希
望
を

語
り
あ
え
る
学
校
に
し
て
く
だ
さ
い
。

お
互
い
に
競
争
し
助
け
あ
う
の
が
本

当
の
友
だ
ち
で
す
。
そ
の
よ
う
な
友

だ
ち
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
一
と
式

辞
が
あ
り
ま
し
た
。

見
、
ご
要
望
は
、
行
政
相
談
委
員
や

最
寄
り
の
行
政
監
察
事
務
所
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　
松
之
山
町
の
行
政
相
談
員
は
、
猪

俣
栄
二
さ
ん
（
松
之
山
・
ナ
オ
ヤ
・

費
六
ー
二
五
三
七
）
で
す
。

　
生
徒
代
表
歓
迎
の
こ
と
ば
は
、
生

徒
会
長
の
山
岸
友
和
君
が
「
た
く
さ

ん
の
先
輩
と
仲
良
く
な
っ
て
く
だ
さ

い
。
勉
強
や
部
活
動
で
忙
し
く
な
り

ま
す
が
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

頑
張
り
ま
し
ょ
う
凶
と
述
べ
ま
し
た
。

　
新
入
生
誓
い
の
こ
と
ば
は
、
小
野

塚
真
紀
さ
ん
が
「
不
安
も
い
っ
ぱ
い

で
す
が
夢
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。
勉
強

や
部
活
動
に
力
一
杯
頑
張
り
ま
す
凶

と
誓
い
ま
し
た
。

　
入
学
式
が
終
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
教

室
に
入
り
、
新
し
い
友
だ
ち
と
に
ぎ

や
か
に
話
し
を
し
て
い
ま
し
た
。

新しい学生服やセーラー服が似合っていました
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錦
ト
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高
額
療
養
費
の
受
領
委
任
が

　
　
　
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
松
之
山
町
国
民
健
康
保
険
で
は
平

成
四
年
四
月
一
日
か
ら
、
次
の
医
療

機
関
と
高
額
療
養
費
受
領
委
任
払
い

の
契
約
を
結
び
ま
し
た
。

　
入
院
等
で
一
部
負
担
金
が
高
額
療

養
費
に
該
当
す
る
場
合
は
、

に
申
し
出
て
手
続
き
を
行
い
、
自
己

負
担
限
度
額
（
別
表
）
を
病
院
等
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
契
約
医
療
機
関
は
次
の
と
お
り
で

す
。

高額療養費の自己負担限度額

松
之
山
診
療
所
、
県
立
松
代
病
院
、
㎜

大
正
医
院
、
上
村
病
院
、
県
立
十
日

町
病
院
、
中
条
病
院
、
立
川
総
合
病

院
、
長
岡
赤
十
字
病
院
、
国
立
療
養

所
犀
潟
病
院
、
県
立
中
央
病
院
、
高

田
西
城
病
院
、
常
心
荘
川
室
病
院
、

新
潟
労
災
病
院

　
こ
れ
以
外
の
病
院
等
で
受
診
・
入

院
さ
れ
て
い
て
、
高
額
療
養
費
の
対

象
に
な
る
見
込
み
の
方
は
、
役
場
の

福
祉
係
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

区
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課
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60，000円 34，800円

非
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、
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の
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校
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が
行
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ま
し
た
。

　
松
里
小
学
校
の
入
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式
は
午
前
十

時
よ
り
体
育
館
で
行
わ
れ
、
来
賓
、

父
兄
、
先
生
方
や
在
校
生
が
拍
手
で

迎
え
る
な
か
、
一
年
生
が
担
任
の
先

生
に
連
れ
ら
れ
て
入
場
し
、
式
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
席
に
つ
い
た
一
年
生
は
、
自
分
の

名
前
が
呼
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る
と
大
き
な
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で
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ま
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た
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校
長
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い
。
明
日
か
ら
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大
き
な
ラ
ン
ド
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っ
て
元
気
に
登
校
し
て

く
だ
さ
い
。
保
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者
の
皆
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ん
、
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ち
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宝
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す
。

一
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と
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う
、
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と
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も
に
手
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取
り
大

切
に
育
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て
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き
ま
し
ょ
う
四
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
一
年
生
の
内
訳
は
、
松
之

山
小
学
校
十
四
名
、
松
里
小
学
校
十

一
名
、
東
川
小
学
校
一
名
、
浦
田
小

学
校
六
名
で
す
。

堺
松
ベ
ス
停
付
近
に
休
憩
施
設
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
の
休
憩
施
設
は
、
う
る
お
い
と

や
す
ら
ぎ
の
沿
道
整
備
事
業
に
よ
っ

て
作
ら
れ
、
国
道
よ
り
一
段
高
く
な

っ
て
い
ま
す
の
で
展
望
は
ば
つ
ぐ
ん

で
す
。

　
主
な
施
設
は
パ
ー
ゴ
ラ
（
日
陰
棚

野
外
卓
付
）
一
基
、
ベ
ン
チ
六
基
、

桜
六
本
、
花
壇
な
ど
で
す
。

　
国
道
沿
線
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
と

休
憩
施
設
の
利
用
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
皆
さ
ん
に
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
良
い
で

す
ね
。

　
な
お
、
駐
車
場
は
今
年
度
中
に
完

成
す
る
見
込
み
で
す
。

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
沿
道
整
備

国
道
三
五
三
号
線
の
小
谷
地
内
に
休
憩
施
設
が
で
き
ま
し
た

国
道
三
五
三
号
線
の
小
谷
地
内
、
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五
月
は
さ
わ
や
か
行
政
サ
ー
ビ
ス
推
進
月
間
で
す

　
役
所
な
ど
の
窓
口
で
不
便
な
思
い

を
し
た
り
、
不
親
切
な
扱
い
を
受
け

た
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
う
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
改
善

し
よ
う
と
、
五
月
を
「
さ
わ
や
か
行

政
サ
ー
ビ
ス
推
進
月
間
」
と
し
て
い

元気いっぱい
期待を胸に

i松之山中学校入学式
小学校入学式

ま
す
。

　
こ
の
月
間
で
は
、
親
切
で
真
心
の

こ
も
っ
た
行
政
を
実
現
す
る
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
総

点
検
を
行
い
ま
す
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
ご
意

　
四
月
六
日
午
前
十
時
よ
り
、
松
之

由
中
学
校
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏
と
柏
手

の
な
か
、
真
新
し
い
学
生
服
や
セ
ー

ラ
ー
服
を
着
た
一
年
生
が
入
場
し
ま

し
た
。

　
ク
ラ
ス
ご
と
に
名
前
が
呼
ば
れ
、

猪
田
校
長
先
生
よ
り
「
夢
や
希
望
を

語
り
あ
え
る
学
校
に
し
て
く
だ
さ
い
。

お
互
い
に
競
争
し
助
け
あ
う
の
が
本

当
の
友
だ
ち
で
す
。
そ
の
よ
う
な
友

だ
ち
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
一
と
式

辞
が
あ
り
ま
し
た
。

見
、
ご
要
望
は
、
行
政
相
談
委
員
や

最
寄
り
の
行
政
監
察
事
務
所
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　
松
之
山
町
の
行
政
相
談
員
は
、
猪

俣
栄
二
さ
ん
（
松
之
山
・
ナ
オ
ヤ
・

費
六
ー
二
五
三
七
）
で
す
。

　
生
徒
代
表
歓
迎
の
こ
と
ば
は
、
生

徒
会
長
の
山
岸
友
和
君
が
「
た
く
さ

ん
の
先
輩
と
仲
良
く
な
っ
て
く
だ
さ

い
。
勉
強
や
部
活
動
で
忙
し
く
な
り

ま
す
が
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

頑
張
り
ま
し
ょ
う
凶
と
述
べ
ま
し
た
。

　
新
入
生
誓
い
の
こ
と
ば
は
、
小
野

塚
真
紀
さ
ん
が
「
不
安
も
い
っ
ぱ
い

で
す
が
夢
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。
勉
強

や
部
活
動
に
力
一
杯
頑
張
り
ま
す
凶

と
誓
い
ま
し
た
。

　
入
学
式
が
終
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
教

室
に
入
り
、
新
し
い
友
だ
ち
と
に
ぎ

や
か
に
話
し
を
し
て
い
ま
し
た
。

新しい学生服やセーラー服が似合っていました

67



ー
3
ト
ー

8

　
　
　
　
ス

　
　
　
　
　
一

トの
オ
ユ

月4
フ
ニ

イ

山
村
留
学
入
園
式

　
四
月
四
日
午
後
浦
田
克
雪
セ
ン
タ

ー
で
、
山
村
留
学
松
之
山
学
園
六
期

生
の
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
新
入
園
生
は
十
一
名
で
、

昨
年
か
ら
留
学
し
て
い
る
二
名
を
加

え
る
と
過
去
最
高
の
十
三
名
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
年
の
留
学
生
の
出
身
地
は
七
都

県
に
及
び
、
一
番
遠
く
か
ら
来
て
い

る
の
は
宮
本
昌
明
君
・
浩
君
兄
弟
の

愛
媛
県
宇
和
島
市
で
す
。

　
新
入
園
生
紹
介
で
は
、
一
人
ひ
と

り
が
松
之
山
へ
来
た
理
由
と
一
年
間

の
目
標
を
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

　
山
留
生
が
松
之
山
を
選
ん
だ
理
由

で
一
番
多
か
っ
た
の
は
、
ス
キ
ー
と

太
鼓
が
思
い
っ
き
り
で
き
る
こ
と
だ

そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
大
自
然
の
中
で
好
き
な
絵

を
描
き
た
い
と
い
う
山
留
生
も
い
ま

し
た
。

　
今
年
か
ら
黒
倉
地
区
で
も
山
留
生

の
受
け
入
れ
が
始
ま
り
、
浦
田
地
区

と
合
わ
せ
て
八
軒
の
農
家
が
里
親
と

な
り
ま
し
た
。

　
六
月
中
旬
に
は
、
黒
倉
に
で
き
た

新
し
い
山
留
セ
ン
タ
ー
に
移
る
そ
う

で
す
。

　　　署蝶簑騨［艦・一・藻綴響ゼ

学園生の心がまえを全員で朗読しました

3

負傷者を手際良く救助する訓練

2
湯
本
の
温
泉
セ
ン
タ
ー
で
消
防
訓
練

　
春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の
四

月
二
日
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
で
消
防
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
の
想
定
内
容
は
、
温

泉
セ
ン
タ
ー
地
下
一
階
機
械
室
よ
り

出
火
延
焼
中
、
入
浴
中
の
客
一
名
が

避
難
の
途
中
転
倒
し
負
傷
し
て
い
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
訓
練
に
は
松
之
山
分
遣
所
及
び
第

二
機
動
隊
が
参
加
し
、
手
際
良
い
ホ

ー
ス
展
開
で
短
時
間
の
う
ち
に
放
水

上
布
川
長
寿
会
ほ
く
ら
園
慰
問

　
四
月
七
日
、
上
布
川
長
寿
会
の
役

員
の
皆
さ
ん
が
、
大
島
村
に
あ
る
ほ

く
ら
園
を
慰
問
し
ま
し
た
。

　
松
之
山
町
か
ら
入
園
し
て
い
る
十

三
名
の
方
全
員
に
野
鳥
こ
け
し
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
、
一
人
ひ
と
り
に
や
さ

し
く
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
野
鳥
こ
け
し
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

4
自
転
車
安
全
教
室蜷．罷鼎罷躍舗藻伽㌧だい

　四字一噸一樽！一．．　、＿
　　　　　　　　　　＿｛

った二とをしっかり守って

運転をしてください

5
三
省
地
区
観
桜
芸
能
祭

　
四
月
二
十
六
日
午
後
、
三
省
分
館

体
育
館
で
三
省
地
区
観
桜
芸
能
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
芸
能
祭
に
は
東
京
三
省
会
の

会
員
十
三
名
も
参
加
し
、
飛
び
入
り

コ
ー
ナ
ー
で
自
慢
の
喉
を
披
露
し
ま

し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
三
省
地
区
の
小

た
入
園
者
は
大
喜
び
で
、
松
之
山
に

い
た
頃
の
思
い
出
を
な
つ
か
し
そ
う

に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
く
だ
さ
い
。

　
四
月
二
十
七
日
午
後
、
松
之
山
小

学
校
で
自
転
車
安
全
教
室
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
低
学
年
は
道
路
・
交
差
点
で
の
正

し
い
歩
行
の
仕
方
、
高
学
年
は
道
路

の
状
況
に
応
じ
た
自
転
車
の
乗
り
方

を
教
わ
り
ま
し
た
。

　
右
折
・
左
折
・
停
止
の
合
図
は
右

手
で
し
ま
す
の
で
、
合
図
の
と
き
は

左
手
の
み
の
運
転
に
な
り
ま
す
。

　
慣
れ
る
ま
で
は
ふ
ら
ふ
ら
し
な
が

ら
合
図
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
S
字

や
交
差
点
で
練
習
を
繰
り
返
す
う
ち

に
上
手
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
教
わ
っ

た
合
図
を
し
っ
か
り
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
全
員
に
よ
る
八
木
節
で
、
舞
台

に
は
お
ひ
ね
り
が
次
々
と
投
げ
込
ま

れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
持
ち
寄
っ
た
重
箱
や
山

菜
料
理
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
、
タ

方
ま
で
笑
い
声
や
拍
手
が
聞
え
て
い

ま
し
た
。

を
始
め
ま
し
た
。

　
救
急
隊
の
皆
さ
ん
も
救
助
に
向
う

者
、
消
火
活
動
を
手
伝
う
者
と
に
分

か
れ
て
真
剣
な
表
情
で
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　
湯
本
の
温
泉
街
で
は
大
正
二
年
に

五
戸
焼
失
、
昭
和
二
十
九
年
に
は
全

焼
九
戸
・
半
焼
二
戸
と
い
う
大
火
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
谷
底
に
旅
館
や
人
家
が
密
集
す
る

温
泉
街
に
と
っ
て
、
水
利
の
確
保
は

最
重
要
課
題
で
す
。

　
訓
練
終
了
後
、
田
辺
消
防
団
長
は

講
評
の
な
か
で
、
「
冬
場
雪
が
積
る
と

吸
水
管
を
入
れ
ら
れ
る
所
が
二
か
所

位
し
か
な
い
。
緊
急
の
時
に
は
川
を

堰
止
め
て
水
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
凶
と
述
べ
ま
し
た
。

　
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
火
災

で
す
が
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

水
利
の
点
検
や
確
認
を
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

騒
野鳥こけしをプレゼントされ喜ぶ入園者

　　　　　　　　　　　　謄

オープニングを飾った小学生の八木節
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わ
り
ま
し
た
。

　
右
折
・
左
折
・
停
止
の
合
図
は
右

手
で
し
ま
す
の
で
、
合
図
の
と
き
は

左
手
の
み
の
運
転
に
な
り
ま
す
。

　
慣
れ
る
ま
で
は
ふ
ら
ふ
ら
し
な
が

ら
合
図
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
S
字

や
交
差
点
で
練
習
を
繰
り
返
す
う
ち

に
上
手
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
教
わ
っ

た
合
図
を
し
っ
か
り
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
全
員
に
よ
る
八
木
節
で
、
舞
台

に
は
お
ひ
ね
り
が
次
々
と
投
げ
込
ま

れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
持
ち
寄
っ
た
重
箱
や
山

菜
料
理
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
、
タ

方
ま
で
笑
い
声
や
拍
手
が
聞
え
て
い

ま
し
た
。

を
始
め
ま
し
た
。

　
救
急
隊
の
皆
さ
ん
も
救
助
に
向
う

者
、
消
火
活
動
を
手
伝
う
者
と
に
分

か
れ
て
真
剣
な
表
情
で
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　
湯
本
の
温
泉
街
で
は
大
正
二
年
に

五
戸
焼
失
、
昭
和
二
十
九
年
に
は
全

焼
九
戸
・
半
焼
二
戸
と
い
う
大
火
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
谷
底
に
旅
館
や
人
家
が
密
集
す
る

温
泉
街
に
と
っ
て
、
水
利
の
確
保
は

最
重
要
課
題
で
す
。

　
訓
練
終
了
後
、
田
辺
消
防
団
長
は

講
評
の
な
か
で
、
「
冬
場
雪
が
積
る
と

吸
水
管
を
入
れ
ら
れ
る
所
が
二
か
所

位
し
か
な
い
。
緊
急
の
時
に
は
川
を

堰
止
め
て
水
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
凶
と
述
べ
ま
し
た
。

　
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
火
災

で
す
が
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

水
利
の
点
検
や
確
認
を
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

騒
野鳥こけしをプレゼントされ喜ぶ入園者

　　　　　　　　　　　　謄

オープニングを飾った小学生の八木節
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集
落
探
訪

き
く
仏
様
と
し
て
広
く
信
仰
さ
れ
て

い
た
。

　
現
在
、
こ
の
薬
師
瑠
璃
光
如
来
は

集
会
所
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

伝
蔵
日
記

歴
史
と
地
名

　
町
の
中
央
部
、
松
之
山
集
落
と
下

川
手
集
落
の
中
問
に
位
置
す
る
。

　
集
落
内
を
町
道
松
口
松
之
山
線
が

縦
断
し
、
西
側
の
高
台
に
県
立
安
塚

高
校
松
之
山
分
校
が
あ
る
。

　
集
落
の
下
方
に
十
二
神
社
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
近
世
以
前
の
集
落
は
も

っ
と
ド
川
手
寄
り
に
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

　
お
そ
ら
く
大
規
模
な
地
す
べ
り
が

発
生
し
、
集
落
ご
と
現
在
地
に
移
転

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
明
冶
八
二
八
七
五
）
年
、
松
日

地
内
の
須
山
を
一
九
五
円
で
買
収
し

村
中
入
会
名
義
と
し
た
。

　
昭
和
三
十
八
年
、
松
之
山
地
す
べ

り
に
よ
り
耕
地
の
大
部
分
が
被
災
し
、

住
宅
立
退
き
指
示
六
戸
、
う
ち
取
壊

し
一
戸
と
い
う
人
被
害
を
受
け
た
。

　
昭
和
五
十
五
年
に
は
庚
申
祭
を
盛

大
に
開
催
し
、
同
年
「
部
落
史
」
も

出
版
し
た
。

　
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
。

十
二
神
社
と

　
　
　
　
廃
師
障
に

　
レ
ニ
神
社
及
び
薬
師
堂
の
創
立
年

月
は
不
明
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
天
和
二
（
一
六
八
二
）

年
の
検
地
で
は
十
二
神
社
八
畝
・
薬

師
堂
四
畝
の
除
地
を
受
け
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
両
方
と
も
江
戸

前
期
以
前
の
創
立
と
思
わ
れ
る
。

　
卜
二
神
社
は
延
占
．
」
四
（
一
ヒ
四
ヒ
）

年
、
天
保
卜
．
一
（
一
八
四
一
）
年
、

昭
和
卜
圧
（
一
九
四
〇
V
年
と
約
百

年
ご
と
に
改
築
さ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
卜
一
年
に
は
、
境
内
に
あ
っ

た
御
神
木
四
本
が
伐
採
さ
れ
、
そ
の

代
金
は
昭
和
卜
κ
年
の
改
築
時
に
使

川
さ
れ
た
。

　
昭
和
五
十
κ
年
、
総
工
費
二
二
〇

万
円
で
茅
葺
き
屋
根
か
ら
ト
タ
ン
屋

根
に
傷
替
え
ら
れ
た
。

　
薬
師
堂
は
寛
保
三
（
一
七
四
三
）

年
、
文
政
七
（
一
八
二
四
）
年
、
昭

和
四
卜
四
年
に
改
築
さ
れ
て
い
る
。

　
薬
師
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
薬
師

瑠
璃
光
如
来
は
、
占
来
よ
り
眼
病
に

　
慶
応
四
（
明
治
．
兀
・
一
八
六
八
）

年
、
戊
辰
戦
争
が
越
後
各
地
で
行
わ

れ
た
。

　
松
之
山
の
村
々
に
は
官
軍
か
ら
軍

夫
徴
発
の
命
令
が
届
き
、
光
間
村
か

ら
は
伝
蔵
が
軍
夫
小
頭
と
し
て
従
軍

し
た
。

　
伝
蔵
は
従
軍
中
に
H
撃
し
た
り
、

伝
聞
し
た
戦
況
を
日
付
と
と
も
に
日

記
に
残
し
て
い
る
。

　
一
部
を
紹
介
す
る
と
「
八
月
二
十

四
日
夜
四
時
、
川
へ
流
れ
た
人
足
は

数
知
れ
ず
。
人
足
四
十
余
人
が
敵
方

の
捕
虜
と
な
り
、
牢
へ
人
れ
ら
れ
打

首
に
な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
運
良

く
官
軍
に
助
け
ら
れ
た
。
　
（
現
代
文

延亨4（1747）年・天保12（1841）年、昭和15（1940）年と約100年

ことに改築されている十二神社

に
約
す
）
」
と
あ
る
。

　
こ
の
伝
蔵
日
記
は
、
軍
夫
た
ち
の

行
動
が
わ
か
る
貴
粛
な
資
料
で
あ
る
。

須
山
の
買
収

四
月
分
か
ら
年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

　
国
民
年
金
制
度
で
は
、
完
全
自
動

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
を
導
入
し
、
年
金

額
を
前
年
の
物
価
変
動
に
応
じ
て
改

定
し
て
、
そ
の
価
値
を
保
つ
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
三
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で

の
消
費
者
物
価
上
昇
率
は
、
対
前
年

比
で
三
・
三
％
と
確
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
と
も
な
い
、
年
金
額
も
四

月
分
か
ら
三
・
三
％
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
お
も
な
年
金
の
額
は
別
表
の
と
お

り
で
す
。

年　金　額

b 平成3年度　平成4年度

種　　別

〔国民年金〕
（月　額）　　（月　額）

老齢基礎年金 58，500円→60，442円

障害基礎年金（1級〉 73，125円→75，550円

障害基礎年金（2級） 58，500円→60，442円

遺族基礎年金（子1人） 75，367円→77，867円

10　年　年　金 35，542円→36，725円

5　年　年　金 30，250円→31，258円

障害年金（1　級） 73，125円→75，550円

障害年金（2　級） 58，500円→60，442円

母子年金（子1人） 75，367円→77，867円

〔老齢福祉年金〕

収入600万円未満 29，933円→30，925円

収入600万円以上
24，958円→25，292円

876万円未満

　
江
戸
時
代
、
須
山
は
松
口
村
の
持

ち
山
で
あ
っ
た
。

　
光
間
村
に
は
柴
草
や
茅
を
刈
る
山

が
な
く
、
松
口
村
に
年
貢
を
払
っ
て

須
山
に
出
入
り
し
て
い
た
。

　
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
地
租
改

正
が
行
わ
れ
、
明
治
政
府
は
「
地
券
」

を
発
行
し
て
土
地
所
有
権
を
確
認
し
、

地
租
は
土
地
所
有
者
か
ら
納
め
さ
せ

る
こ
と
に
し
た
。

　
こ
の
時
、
光
間
村
で
は
須
山
の
地

券
入
用
費
と
し
て
、
米
約
三
石
を
松

口
村
に
納
め
る
連
判
状
を
作
成
し
て

い
る
。

　
明
治
八
年
に
は
須
山
を
松
口
村
よ

り
一
九
五
円
で
買
収
し
、
村
中
入
会

名
義
と
し
た
。

　
ま
た
、
他
村
へ
の
売
買
を
禁
止
す

る
こ
と
も
申
し
合
わ
せ
た
。

　
須
山
の
買
収
が
平
隠
に
進
ん
だ
の

は
、
江
戸
時
代
よ
り
光
間
村
の
入
会

地
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
松
口
村
に

は
柴
草
や
茅
を
刈
る
山
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
、
須

山
は
二
八
一
筆
に
分
割
さ
れ
、
入
会

地
の
役
目
を
終
え
た
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法

　
　
　
　
　
　
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
き
ち
ん
と

納
め
て
い
ま
す
か
。

　
保
険
料
を
納
め
る
に
も
い
ろ
い
ろ

な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
必
要
に
応
じ
、
ぜ
ひ
利
用
し
ま
し

ょ
う
。

▼
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
制
度

　
金
融
機
関
等
の
預
貯
金
口
座
か
ら
、

毎
月
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

　
忙
し
く
て
毎
月
保
険
料
を
納
め
る

の
が
面
倒
な
方
、
つ
い
忘
れ
て
し
ま

う
方
な
ど
は
、
確
実
に
納
め
ら
れ
る

の
で
安
心
で
す
。

▼
前
払
い
が
で
き
る
前
納
制
度

　
一
定
期
間
の
保
険
料
を
あ
ら
か
じ

め
前
払
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
場
合
の
保
険
料
は
、
あ
る
程

度
割
り
引
い
た
金
額
に
な
り
ま
す
の

で
お
得
で
す
。

▼
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
の
た

　
め
の
免
除
制
度

　
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を

受
け
て
い
る
方
な
ど
は
、
法
的
に
保

険
料
納
付
が
免
除
（
法
定
免
除
）
さ

れ
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
の
方
で
も
、
納
め
る
こ

と
が
著
し
く
困
難
な
と
き
は
、
申
請

し
て
承
認
さ
れ
れ
ば
免
除
（
申
請
免

除
）
さ
れ
ま
す
。

▼
余
裕
が
で
き
た
ら
追
納
制
度

　
保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
と
、
将

来
受
け
る
年
金
額
が
そ
の
分
少
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
満
額
の
年
金
を
受
け
る
た

め
、
十
年
前
の
月
の
分
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
余
裕
が
で
き
た
と
き
は
、
追
納
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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集
落
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き
く
仏
様
と
し
て
広
く
信
仰
さ
れ
て

い
た
。

　
現
在
、
こ
の
薬
師
瑠
璃
光
如
来
は

集
会
所
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

伝
蔵
日
記

歴
史
と
地
名

　
町
の
中
央
部
、
松
之
山
集
落
と
下

川
手
集
落
の
中
問
に
位
置
す
る
。

　
集
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内
を
町
道
松
口
松
之
山
線
が

縦
断
し
、
西
側
の
高
台
に
県
立
安
塚

高
校
松
之
山
分
校
が
あ
る
。

　
集
落
の
下
方
に
十
二
神
社
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
近
世
以
前
の
集
落
は
も

っ
と
ド
川
手
寄
り
に
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

　
お
そ
ら
く
大
規
模
な
地
す
べ
り
が

発
生
し
、
集
落
ご
と
現
在
地
に
移
転

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
明
冶
八
二
八
七
五
）
年
、
松
日

地
内
の
須
山
を
一
九
五
円
で
買
収
し

村
中
入
会
名
義
と
し
た
。

　
昭
和
三
十
八
年
、
松
之
山
地
す
べ

り
に
よ
り
耕
地
の
大
部
分
が
被
災
し
、

住
宅
立
退
き
指
示
六
戸
、
う
ち
取
壊

し
一
戸
と
い
う
人
被
害
を
受
け
た
。

　
昭
和
五
十
五
年
に
は
庚
申
祭
を
盛

大
に
開
催
し
、
同
年
「
部
落
史
」
も

出
版
し
た
。

　
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
。

十
二
神
社
と

　
　
　
　
廃
師
障
に

　
レ
ニ
神
社
及
び
薬
師
堂
の
創
立
年

月
は
不
明
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
天
和
二
（
一
六
八
二
）

年
の
検
地
で
は
十
二
神
社
八
畝
・
薬

師
堂
四
畝
の
除
地
を
受
け
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
両
方
と
も
江
戸

前
期
以
前
の
創
立
と
思
わ
れ
る
。

　
卜
二
神
社
は
延
占
．
」
四
（
一
ヒ
四
ヒ
）

年
、
天
保
卜
．
一
（
一
八
四
一
）
年
、

昭
和
卜
圧
（
一
九
四
〇
V
年
と
約
百

年
ご
と
に
改
築
さ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
卜
一
年
に
は
、
境
内
に
あ
っ

た
御
神
木
四
本
が
伐
採
さ
れ
、
そ
の

代
金
は
昭
和
卜
κ
年
の
改
築
時
に
使

川
さ
れ
た
。

　
昭
和
五
十
κ
年
、
総
工
費
二
二
〇

万
円
で
茅
葺
き
屋
根
か
ら
ト
タ
ン
屋

根
に
傷
替
え
ら
れ
た
。

　
薬
師
堂
は
寛
保
三
（
一
七
四
三
）

年
、
文
政
七
（
一
八
二
四
）
年
、
昭

和
四
卜
四
年
に
改
築
さ
れ
て
い
る
。

　
薬
師
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
薬
師

瑠
璃
光
如
来
は
、
占
来
よ
り
眼
病
に

　
慶
応
四
（
明
治
．
兀
・
一
八
六
八
）

年
、
戊
辰
戦
争
が
越
後
各
地
で
行
わ

れ
た
。

　
松
之
山
の
村
々
に
は
官
軍
か
ら
軍

夫
徴
発
の
命
令
が
届
き
、
光
間
村
か

ら
は
伝
蔵
が
軍
夫
小
頭
と
し
て
従
軍

し
た
。

　
伝
蔵
は
従
軍
中
に
H
撃
し
た
り
、

伝
聞
し
た
戦
況
を
日
付
と
と
も
に
日

記
に
残
し
て
い
る
。

　
一
部
を
紹
介
す
る
と
「
八
月
二
十

四
日
夜
四
時
、
川
へ
流
れ
た
人
足
は

数
知
れ
ず
。
人
足
四
十
余
人
が
敵
方

の
捕
虜
と
な
り
、
牢
へ
人
れ
ら
れ
打

首
に
な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
運
良

く
官
軍
に
助
け
ら
れ
た
。
　
（
現
代
文

延亨4（1747）年・天保12（1841）年、昭和15（1940）年と約100年

ことに改築されている十二神社

に
約
す
）
」
と
あ
る
。

　
こ
の
伝
蔵
日
記
は
、
軍
夫
た
ち
の

行
動
が
わ
か
る
貴
粛
な
資
料
で
あ
る
。

須
山
の
買
収

四
月
分
か
ら
年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

　
国
民
年
金
制
度
で
は
、
完
全
自
動

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
を
導
入
し
、
年
金

額
を
前
年
の
物
価
変
動
に
応
じ
て
改

定
し
て
、
そ
の
価
値
を
保
つ
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
三
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で

の
消
費
者
物
価
上
昇
率
は
、
対
前
年

比
で
三
・
三
％
と
確
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
と
も
な
い
、
年
金
額
も
四

月
分
か
ら
三
・
三
％
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
お
も
な
年
金
の
額
は
別
表
の
と
お

り
で
す
。

年　金　額

b 平成3年度　平成4年度

種　　別

〔国民年金〕
（月　額）　　（月　額）

老齢基礎年金 58，500円→60，442円

障害基礎年金（1級〉 73，125円→75，550円

障害基礎年金（2級） 58，500円→60，442円

遺族基礎年金（子1人） 75，367円→77，867円

10　年　年　金 35，542円→36，725円

5　年　年　金 30，250円→31，258円

障害年金（1　級） 73，125円→75，550円

障害年金（2　級） 58，500円→60，442円

母子年金（子1人） 75，367円→77，867円

〔老齢福祉年金〕

収入600万円未満 29，933円→30，925円

収入600万円以上
24，958円→25，292円

876万円未満

　
江
戸
時
代
、
須
山
は
松
口
村
の
持

ち
山
で
あ
っ
た
。

　
光
間
村
に
は
柴
草
や
茅
を
刈
る
山

が
な
く
、
松
口
村
に
年
貢
を
払
っ
て

須
山
に
出
入
り
し
て
い
た
。

　
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
地
租
改

正
が
行
わ
れ
、
明
治
政
府
は
「
地
券
」

を
発
行
し
て
土
地
所
有
権
を
確
認
し
、

地
租
は
土
地
所
有
者
か
ら
納
め
さ
せ

る
こ
と
に
し
た
。

　
こ
の
時
、
光
間
村
で
は
須
山
の
地

券
入
用
費
と
し
て
、
米
約
三
石
を
松

口
村
に
納
め
る
連
判
状
を
作
成
し
て

い
る
。

　
明
治
八
年
に
は
須
山
を
松
口
村
よ

り
一
九
五
円
で
買
収
し
、
村
中
入
会

名
義
と
し
た
。

　
ま
た
、
他
村
へ
の
売
買
を
禁
止
す

る
こ
と
も
申
し
合
わ
せ
た
。

　
須
山
の
買
収
が
平
隠
に
進
ん
だ
の

は
、
江
戸
時
代
よ
り
光
間
村
の
入
会

地
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
松
口
村
に

は
柴
草
や
茅
を
刈
る
山
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
、
須

山
は
二
八
一
筆
に
分
割
さ
れ
、
入
会

地
の
役
目
を
終
え
た
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法

　
　
　
　
　
　
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
き
ち
ん
と

納
め
て
い
ま
す
か
。

　
保
険
料
を
納
め
る
に
も
い
ろ
い
ろ

な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
必
要
に
応
じ
、
ぜ
ひ
利
用
し
ま
し

ょ
う
。

▼
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
制
度

　
金
融
機
関
等
の
預
貯
金
口
座
か
ら
、

毎
月
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

　
忙
し
く
て
毎
月
保
険
料
を
納
め
る

の
が
面
倒
な
方
、
つ
い
忘
れ
て
し
ま

う
方
な
ど
は
、
確
実
に
納
め
ら
れ
る

の
で
安
心
で
す
。

▼
前
払
い
が
で
き
る
前
納
制
度

　
一
定
期
間
の
保
険
料
を
あ
ら
か
じ

め
前
払
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
場
合
の
保
険
料
は
、
あ
る
程

度
割
り
引
い
た
金
額
に
な
り
ま
す
の

で
お
得
で
す
。

▼
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
の
た

　
め
の
免
除
制
度

　
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を

受
け
て
い
る
方
な
ど
は
、
法
的
に
保

険
料
納
付
が
免
除
（
法
定
免
除
）
さ

れ
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
の
方
で
も
、
納
め
る
こ

と
が
著
し
く
困
難
な
と
き
は
、
申
請

し
て
承
認
さ
れ
れ
ば
免
除
（
申
請
免

除
）
さ
れ
ま
す
。

▼
余
裕
が
で
き
た
ら
追
納
制
度

　
保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
と
、
将

来
受
け
る
年
金
額
が
そ
の
分
少
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
満
額
の
年
金
を
受
け
る
た

め
、
十
年
前
の
月
の
分
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
余
裕
が
で
き
た
と
き
は
、
追
納
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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町
連
合
婦
人
会
代
議
員
会
が
四
月

十
日
夜
、
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
三
年
度
の
活
動
報
告
及
び
決

算
報
告
、
平
成
四
年
度
の
活
動
計
画

案
及
び
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
三
年
度
の
婦
人
会
長

と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
高
沢
静

さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
議
事
終
了
後
全
員
で
弁
当
を
食
べ
、

講
演
会
に
移
ゲ
ま
し
た
。

　
講
師
は
町
連
合
婦
人
会
長
を
長
年

務
め
た
丸
山
サ
ワ
さ
ん
で
、
　
「
婦
人

会
を
考
え
る
」
と
題
し
て
、
婦
人
会

の
必
要
性
、
な
ぜ
婦
人
会
が
発
足
し

た
の
か
等
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
丸
山
さ
ん
は
最
後
に
、
「
松
之
山
の

人
間
と
な
っ
た
縁
を
大
切
に
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
知
恵
を
出
し
合
っ
て
松
之

山
を
育
て
て
行
き
ま
し
ょ
う
凶
と
結

び
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
度
の
役
員
と
任
務
分

担
は
次
の
と
お
り
で
す
。

す　　　　 副会
o皆〃〃〃会
　さ　　　長長
　ま
　の山小佐丸高
　ご口口藤山橋
　協　 八　　 セ

　力幸重和澄イ
　を枝子子江子
　お＿＿＿＿＿
　願福保組文総
　い　健　化
　し　体　 教

　ま祉育織養括

ス
ポ
ー
ツ
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
ケ
ガ
を
し
た
場

合
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入
し
て
い

れ
ば
保
障
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　

い
つ
で
も
加
入
で
き
ま
す
の
で
、

加
入
し
た
い
方
は
公
民
館
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
掛
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
大
人
　
　
一
、
一
〇
〇
円

　
小
人
　
　
　
　
三
六
〇
円

　
老
人
ク
ラ
ブ
　
五
〇
〇
円

6月より夜間一般開放

　町民体青館とテニスコートの夜間一般開放を
6月より始めますのでご利用ください。

　◎開放日時　毎週土曜日夜8時～10時
　都合により使用できない日もありますので、
ご注意ください。

　また、管理人の方に一誓断わってから使用し
てください。

　婦
　人ボ
　ノ『1レ
失1

会

　
松
之
山
・
松
里
・
布
川
・
浦
田
地

区
の
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が

参
加
す
る
、
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
（
九
人
制
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
親
善
を
大
き
な
目
的

と
し
て
い
ま
す
が
、
上
位
チ
ー
ム
は

上
越
大
会
に
も
出
場
し
ま
す
の
で
熱

戦
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
家
族
そ
ろ
っ
て
お
母
さ
ん
の
応
援

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
　
日
　
六
月
三
日
（
水
）

　
　
　
　
夜
七
時
～

▼
場
　
所
　
町
民
体
育
館

　
新
潟
県
で
は
「
新
日
本
海
フ
ロ
ン

ト
新
潟
県
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、
環
日
本
海
圏
交
流
の
推
進
を
図

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
ロ
シ

ア
共
和
国
の
拠
点
都
市
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
が
開
放
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
金
子
知
事
を
団
長
と
す
る
県
民

の
船
に
よ
る
訪
問
団
を
送
り
、
沿
海

地
方
と
の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
国
際
交
流
に
興
味
の
あ
る
方
は
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
募
集
案
内
〉

▼
期
　
日
　
七
月
三
日
～
八
日

　
　
　
　
　
全
泊
船
内

▼
参
加
費
　
一
人
一
五
五
、
O
O
O
円

　
　
　
　
　
（
一
室
四
人
）

▼
募
集
人
員
　
約
四
〇
〇
人

▼
船
舶
名
　
ニ
ュ
ー
ユ
ー
ト
ピ
ア
号

▼
申
し
込
み
先

　
五
月
十
五
日
ま
で
に
町
教
育
委
員

会
ま
た
は
、
県
総
務
部
知
事
公
室
国

際
交
流
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
程

〇
七
月
三
日
（
金
）

　
十
一
時
　
新
潟
出
港

　
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

町
民
バ
レ
ー

ボ
ル
大
会
L

　
町
内
の
青
壮
年
及
び
高
校
生
チ
ー

ム
が
参
加
す
る
、
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
（
六
人
制
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
昨
年
の
大
会
に
は
十
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
そ
の
う
ち
の
四
チ
ー
ム
は
高

校
生
チ
ー
ム
で
し
た
。

　
試
合
は
一
日
目
に
予
選
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
、
二
日
目
は
準
決
勝
戦
・
決
勝

戦
・
三
位
決
定
戦
を
行
う
予
定
で
す
。

　
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
　
日
　
六
月
十
一
日
（
木
）
、
十

　
　
　
　
　
二
日
（
金
）
、
夜
七
時
～

▼
場
　
所
　
町
民
体
育
館

文
化
協
会
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

〇
七
月
四
日
（
土
）

　
十
三
時
　
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
港
着

　
市
内
見
学
・
沿
海
地
方
要
人
と
の

　
船
上
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

〇
七
月
五
日
（
日
）

　
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
民
と
の
交
流

（
生
け
花
・
お
茶
・
書
道
・
友
好
綱

　
引
き
大
会
・
大
凧
あ
げ
・
友
好
写

　
真
展
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
）

〇
七
月
六
日
（
月
）

　
船
上
経
営
セ
ミ
ナ
ー
、
記
念
植
樹

　
新
潟
友
好
文
庫
の
寄
贈

　
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
（
各
種
見
学
）

〇
七
月
七
日
（
火
）

　
午
前
中
フ
リ
ー
タ
イ
ム

　
十
三
時
　
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
出
港

　
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

〇
七
月
八
日
（
水
）

十
五
時
　
新
潟
港
着

　
近
年
人
々
は
物
質
的
な
豊
か
さ
に

も
ま
し
て
、
心
豊
か
で
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
と
温
か
い
人
間
性
や
、
連

帯
感
に
満
ち
た
地
域
社
会
づ
く
り
を

求
め
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ

て
芸
術
文
化
活
動
へ
の
志
向
も
急
速

に
古
同
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
芸
術
文
化
の
果
た
す
役
割
は
、
情

操
豊
か
な
人
間
性
を
朋
発
し
、
創
造

性
を
高
め
る
と
い
う
極
め
て
重
要
な

役
割
を
演
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
芸
術
文
化
活
動
は
単
に

受
動
的
に
享
受
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、

年
齢
・
性
別
・
職
業
を
問
わ
ず
、
地

域
社
会
を
基
盤
と
し
て
、
町
民
の
一

人
ひ
と
り
が
気
軽
に
文
化
活
動
に
参

加
で
き
る
よ
う
な
組
織
が
必
要
で
す
。

　
文
化
協
会
が
設
立
さ
れ
て
十
年
目

を
迎
え
、
今
年
も
多
く
の
会
員
の
皆

さ
ん
か
ら
加
入
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

▼
一
般
会
員
　
一
人
七
〇
〇
円

▼
特
別
賛
助
会
員

　
　
個
人

　
　
法
　
人

▼
納
入
期
日

二
、
O
O
O
円
以
上

五
、
○
○
○
円
以
上

六
月
中
旬
ま
で
に
事

務
局
（
公
民
館
）
へ

納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
税
務
署
が
行
う
更
正
や
決
定
、
財

産
の
差
押
え
な
ど
の
処
分
を
受
け
た

こ
と
に
よ
り
、
納
税
者
の
権
利
や
利

益
が
不
当
に
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
不
服
申
立
制
度
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
不
服
申
立
て
の
手
続
き
に
は
、
税

務
署
に
対
す
る
「
異
議
申
立
て
」
と
、

国
税
不
服
審
判
所
に
対
す
る
「
審
査

請
求
」
と
が
あ
り
ま
す
。

《
異
議
申
立
て
》

　
税
務
署
が
行
っ
た
処
分
に
不
服
が

あ
る
と
き
は
、
そ
の
処
分
の
通
知
を

受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
二
か
月
以
内

に
、
税
務
署
に
対
し
て
「
異
議
申
立

て
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
異
議
申
立
て
」
が
あ
り
ま
す
と
、

税
務
署
で
は
担
当
者
を
代
え
て
再
調

査
を
し
、
そ
の
結
果
を
納
税
者
に
通

知
し
ま
す
。

　
こ
れ
を
「
異
議
決
定
」
と
い
い
ま

す
。

《
審
査
請
求
》

　
こ
の
異
議
決
定
に
な
お
不
服
が
あ

る
と
き
は
、
そ
の
決
定
の
通
知
を
受

け
た
日
の
翌
日
か
ら
一
か
月
以
内
に
、

国
税
不
服
審
判
所
に
対
し
て
「
審
査

請
求
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
国
税
不
服
審
判
所
は
、
納
税
者
の

正
当
な
権
利
や
利
益
を
救
済
す
る
機

関
で
あ
り
、
国
税
局
や
税
務
署
か
ら

独
立
し
た
第
三
者
的
な
立
場
で
調
査

審
査
を
行
い
、
納
税
者
の
不
服
を
公

正
に
審
理
解
決
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
な
お
、
国
税
不
服
審
判
所
の
所
在

地
は
次
の
と
お
り
で
す
。

愈
関
東
信
越
国
税
不
服
審
判
所

　
　
新
潟
支
所

　
新
潟
市
営
所
通
二
番
町

　
台
〇
二
五
ー
二
二
八
！
〇
九
九
一

’

豊
審査蔀迄

．
雀
”
り

　
　
、

“ミ庶

一
ゑ
．

上
越
保
健
所
健
康
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
上
越
保
健
所
で
は
、
病
気
の
予
防

や
健
康
づ
く
り
対
策
の
た
め
に
テ
レ

フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま

す
。　

サ
ー
ビ
ス
時
間
帯
は
、
平
日
午
後

五
時
か
ら
翌
日
の
朝
八
時
三
十
分
、

土
曜
日
正
午
か
ら
月
曜
日
朝
八
時
三

十
分
ま
で
で
す
。

▼
電
話
番
号

　
〇
二
五
五
－
二
三
ー
＝
↓
二
五

　
六
・
七
月
分
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
が
、
第
二
・
第
四
土
日
に
は

金
曜
日
の
内
容
が
流
れ
ま
す
。

◎
月
曜
日
…
夏
に
む
け
て
赤
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
の
オ
ム
ツ
を
と
ろ
う

◎
火
曜
日
…
頭
の
よ
く
な
る
食
事
に

◎
水
曜
日
…

◎
木
曜
日

◎
金
曜
日
…

◎
土
・
日
・

　
つ
い
て

　
肩
こ
り
し
て
い
る
人
は

　
い
ま
せ
ん
か

…
髪
は
長
い
友
だ
ち

　
お
年
寄
り
の
便
秘
に
つ

　
い
て

：
食
中
毒
予
防
～
冷
蔵
庫

　
を
過
信
し
な
い
で
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公民館
だより
　公民館費6－2265

　
町
連
合
婦
人
会
代
議
員
会
が
四
月

十
日
夜
、
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
三
年
度
の
活
動
報
告
及
び
決

算
報
告
、
平
成
四
年
度
の
活
動
計
画

案
及
び
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
三
年
度
の
婦
人
会
長

と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
高
沢
静

さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
議
事
終
了
後
全
員
で
弁
当
を
食
べ
、

講
演
会
に
移
ゲ
ま
し
た
。

　
講
師
は
町
連
合
婦
人
会
長
を
長
年

務
め
た
丸
山
サ
ワ
さ
ん
で
、
　
「
婦
人

会
を
考
え
る
」
と
題
し
て
、
婦
人
会

の
必
要
性
、
な
ぜ
婦
人
会
が
発
足
し

た
の
か
等
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
丸
山
さ
ん
は
最
後
に
、
「
松
之
山
の

人
間
と
な
っ
た
縁
を
大
切
に
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
知
恵
を
出
し
合
っ
て
松
之

山
を
育
て
て
行
き
ま
し
ょ
う
凶
と
結

び
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
度
の
役
員
と
任
務
分

担
は
次
の
と
お
り
で
す
。

す　　　　 副会
o皆〃〃〃会
　さ　　　長長
　ま
　の山小佐丸高
　ご口口藤山橋
　協　 八　　 セ

　力幸重和澄イ
　を枝子子江子
　お＿＿＿＿＿
　願福保組文総
　い　健　化
　し　体　 教

　ま祉育織養括

ス
ポ
ー
ツ
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
ケ
ガ
を
し
た
場

合
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入
し
て
い

れ
ば
保
障
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　

い
つ
で
も
加
入
で
き
ま
す
の
で
、

加
入
し
た
い
方
は
公
民
館
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
掛
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
大
人
　
　
一
、
一
〇
〇
円

　
小
人
　
　
　
　
三
六
〇
円

　
老
人
ク
ラ
ブ
　
五
〇
〇
円

6月より夜間一般開放

　町民体青館とテニスコートの夜間一般開放を
6月より始めますのでご利用ください。

　◎開放日時　毎週土曜日夜8時～10時
　都合により使用できない日もありますので、
ご注意ください。

　また、管理人の方に一誓断わってから使用し
てください。

　婦
　人ボ
　ノ『1レ
失1

会

　
松
之
山
・
松
里
・
布
川
・
浦
田
地

区
の
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が

参
加
す
る
、
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
（
九
人
制
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
親
善
を
大
き
な
目
的

と
し
て
い
ま
す
が
、
上
位
チ
ー
ム
は

上
越
大
会
に
も
出
場
し
ま
す
の
で
熱

戦
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
家
族
そ
ろ
っ
て
お
母
さ
ん
の
応
援

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
　
日
　
六
月
三
日
（
水
）

　
　
　
　
夜
七
時
～

▼
場
　
所
　
町
民
体
育
館

　
新
潟
県
で
は
「
新
日
本
海
フ
ロ
ン

ト
新
潟
県
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、
環
日
本
海
圏
交
流
の
推
進
を
図

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
ロ
シ

ア
共
和
国
の
拠
点
都
市
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
が
開
放
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
金
子
知
事
を
団
長
と
す
る
県
民

の
船
に
よ
る
訪
問
団
を
送
り
、
沿
海

地
方
と
の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
国
際
交
流
に
興
味
の
あ
る
方
は
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
募
集
案
内
〉

▼
期
　
日
　
七
月
三
日
～
八
日

　
　
　
　
　
全
泊
船
内

▼
参
加
費
　
一
人
一
五
五
、
O
O
O
円

　
　
　
　
　
（
一
室
四
人
）

▼
募
集
人
員
　
約
四
〇
〇
人

▼
船
舶
名
　
ニ
ュ
ー
ユ
ー
ト
ピ
ア
号

▼
申
し
込
み
先

　
五
月
十
五
日
ま
で
に
町
教
育
委
員

会
ま
た
は
、
県
総
務
部
知
事
公
室
国

際
交
流
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
程

〇
七
月
三
日
（
金
）

　
十
一
時
　
新
潟
出
港

　
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

町
民
バ
レ
ー

ボ
ル
大
会
L

　
町
内
の
青
壮
年
及
び
高
校
生
チ
ー

ム
が
参
加
す
る
、
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
（
六
人
制
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
昨
年
の
大
会
に
は
十
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
そ
の
う
ち
の
四
チ
ー
ム
は
高

校
生
チ
ー
ム
で
し
た
。

　
試
合
は
一
日
目
に
予
選
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
、
二
日
目
は
準
決
勝
戦
・
決
勝

戦
・
三
位
決
定
戦
を
行
う
予
定
で
す
。

　
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
　
日
　
六
月
十
一
日
（
木
）
、
十

　
　
　
　
　
二
日
（
金
）
、
夜
七
時
～

▼
場
　
所
　
町
民
体
育
館

文
化
協
会
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

〇
七
月
四
日
（
土
）

　
十
三
時
　
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
港
着

　
市
内
見
学
・
沿
海
地
方
要
人
と
の

　
船
上
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

〇
七
月
五
日
（
日
）

　
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
民
と
の
交
流

（
生
け
花
・
お
茶
・
書
道
・
友
好
綱

　
引
き
大
会
・
大
凧
あ
げ
・
友
好
写

　
真
展
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
）

〇
七
月
六
日
（
月
）

　
船
上
経
営
セ
ミ
ナ
ー
、
記
念
植
樹

　
新
潟
友
好
文
庫
の
寄
贈

　
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
（
各
種
見
学
）

〇
七
月
七
日
（
火
）

　
午
前
中
フ
リ
ー
タ
イ
ム

　
十
三
時
　
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
出
港

　
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

〇
七
月
八
日
（
水
）

十
五
時
　
新
潟
港
着

　
近
年
人
々
は
物
質
的
な
豊
か
さ
に

も
ま
し
て
、
心
豊
か
で
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
と
温
か
い
人
間
性
や
、
連

帯
感
に
満
ち
た
地
域
社
会
づ
く
り
を

求
め
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ

て
芸
術
文
化
活
動
へ
の
志
向
も
急
速

に
古
同
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
芸
術
文
化
の
果
た
す
役
割
は
、
情

操
豊
か
な
人
間
性
を
朋
発
し
、
創
造

性
を
高
め
る
と
い
う
極
め
て
重
要
な

役
割
を
演
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
芸
術
文
化
活
動
は
単
に

受
動
的
に
享
受
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、

年
齢
・
性
別
・
職
業
を
問
わ
ず
、
地

域
社
会
を
基
盤
と
し
て
、
町
民
の
一

人
ひ
と
り
が
気
軽
に
文
化
活
動
に
参

加
で
き
る
よ
う
な
組
織
が
必
要
で
す
。

　
文
化
協
会
が
設
立
さ
れ
て
十
年
目

を
迎
え
、
今
年
も
多
く
の
会
員
の
皆

さ
ん
か
ら
加
入
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

▼
一
般
会
員
　
一
人
七
〇
〇
円

▼
特
別
賛
助
会
員

　
　
個
人

　
　
法
　
人

▼
納
入
期
日

二
、
O
O
O
円
以
上

五
、
○
○
○
円
以
上

六
月
中
旬
ま
で
に
事

務
局
（
公
民
館
）
へ

納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
税
務
署
が
行
う
更
正
や
決
定
、
財

産
の
差
押
え
な
ど
の
処
分
を
受
け
た

こ
と
に
よ
り
、
納
税
者
の
権
利
や
利

益
が
不
当
に
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
不
服
申
立
制
度
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
不
服
申
立
て
の
手
続
き
に
は
、
税

務
署
に
対
す
る
「
異
議
申
立
て
」
と
、

国
税
不
服
審
判
所
に
対
す
る
「
審
査

請
求
」
と
が
あ
り
ま
す
。

《
異
議
申
立
て
》

　
税
務
署
が
行
っ
た
処
分
に
不
服
が

あ
る
と
き
は
、
そ
の
処
分
の
通
知
を

受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
二
か
月
以
内

に
、
税
務
署
に
対
し
て
「
異
議
申
立

て
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
異
議
申
立
て
」
が
あ
り
ま
す
と
、

税
務
署
で
は
担
当
者
を
代
え
て
再
調

査
を
し
、
そ
の
結
果
を
納
税
者
に
通

知
し
ま
す
。

　
こ
れ
を
「
異
議
決
定
」
と
い
い
ま

す
。

《
審
査
請
求
》

　
こ
の
異
議
決
定
に
な
お
不
服
が
あ

る
と
き
は
、
そ
の
決
定
の
通
知
を
受

け
た
日
の
翌
日
か
ら
一
か
月
以
内
に
、

国
税
不
服
審
判
所
に
対
し
て
「
審
査

請
求
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
国
税
不
服
審
判
所
は
、
納
税
者
の

正
当
な
権
利
や
利
益
を
救
済
す
る
機

関
で
あ
り
、
国
税
局
や
税
務
署
か
ら

独
立
し
た
第
三
者
的
な
立
場
で
調
査

審
査
を
行
い
、
納
税
者
の
不
服
を
公

正
に
審
理
解
決
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
な
お
、
国
税
不
服
審
判
所
の
所
在

地
は
次
の
と
お
り
で
す
。

愈
関
東
信
越
国
税
不
服
審
判
所

　
　
新
潟
支
所

　
新
潟
市
営
所
通
二
番
町

　
台
〇
二
五
ー
二
二
八
！
〇
九
九
一

’

豊
審査蔀迄

．
雀
”
り

　
　
、

“ミ庶

一
ゑ
．

上
越
保
健
所
健
康
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
上
越
保
健
所
で
は
、
病
気
の
予
防

や
健
康
づ
く
り
対
策
の
た
め
に
テ
レ

フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま

す
。　

サ
ー
ビ
ス
時
間
帯
は
、
平
日
午
後

五
時
か
ら
翌
日
の
朝
八
時
三
十
分
、

土
曜
日
正
午
か
ら
月
曜
日
朝
八
時
三

十
分
ま
で
で
す
。

▼
電
話
番
号

　
〇
二
五
五
－
二
三
ー
＝
↓
二
五

　
六
・
七
月
分
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
が
、
第
二
・
第
四
土
日
に
は

金
曜
日
の
内
容
が
流
れ
ま
す
。

◎
月
曜
日
…
夏
に
む
け
て
赤
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
の
オ
ム
ツ
を
と
ろ
う

◎
火
曜
日
…
頭
の
よ
く
な
る
食
事
に

◎
水
曜
日
…

◎
木
曜
日

◎
金
曜
日
…

◎
土
・
日
・

　
つ
い
て

　
肩
こ
り
し
て
い
る
人
は

　
い
ま
せ
ん
か

…
髪
は
長
い
友
だ
ち

　
お
年
寄
り
の
便
秘
に
つ

　
い
て

：
食
中
毒
予
防
～
冷
蔵
庫

　
を
過
信
し
な
い
で
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国
の
行
政
機
関
は
5
月
か
ら

全
土
曜
日
が
休
み
と
な
り
ま
す

　
国
家
公
務
員
の
完
全
週
休
二
日
制

が
五
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
、
国
の

行
政
機
関
は
毎
週
土
曜
日
が
休
み
と

な
り
ま
し
た
。

　
国
の
行
政
機
関
と
し
て
最
も
身
近

な
税
務
署
・
法
務
局
（
登
記
所
）
・

公
共
職
業
安
定
所
な
ど
も
、
5
月
か

ら
毎
週
土
曜
日
は
休
み
で
す
。

　
国
の
行
政
機
関
で
は
、
週
休
二
日

制
の
導
入
に
よ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
し
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す

の
て
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

探
鳥
会
・

　
松
之
山
は
野
鳥
の
宝
庫
と
し
て
全

国
的
に
知
ら
れ
、
珍
し
い
鳥
も
何
種

類
か
生
息
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
探
鳥
会
で
初
め
て
ア
カ
シ
ョ

ウ
ビ
ン
を
見
た
人
も
い
ま
す
の
で
、

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
当
日
は
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決
行
し
ま
す
の

で
、
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の
用
意
を
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お
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て
く
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。

　
参
加
申
し
込
み
は
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へ
。
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二
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期
か
ら
は
学
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週
五
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が
月
｝
回
実
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予
定
で
す
。
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の
よ
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に
、
社
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全
体
が
週
休
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日
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向
け
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動
い
て
い
ま
す
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り
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◎
多
く
の
方
の
ご
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
難
解
な
漠
字
に
は
ふ
り
が
な
を
付
け
て

　
く
だ
さ
い
。

　　　　松之山温泉まつり
観光松之山の一大イベントとして定着した松之山温泉まっりが、

今年も盛大に行われますので家族そろってお出かけください。

◎会　場　松之山温泉街及び駐車場

◎日　程　5月16日（土）

○午後2時～　管領塚供養・松里小鼓笛隊パレード

○午後2時30分～

　松里保育所園児稚児行列

○午後3時～　松之山中ブラスバンド部演奏・山菜市

○午後4時～　子供みこし・温泉太鼓行進

○午後7時30分～

　古都清乃歌謡ショー

○午後8時30分～

大花火大会（雨天順延）

※天候などにより、時間が若干変更されることがあります。

　　　　ジンギスカンまつり
　新緑がまぶしい大厳寺高原でジンギスカンが食べ放題！

　カラオケ大会・抽選会もありますので、ぜひ参加してください。

◎会　場　大厳寺高原（希望館）

◎日　程　5月17日（日）

○午前10時～　ジンギスカン食べ放題

○午前11時～　カラオケ大会・抽選会

◎参加料　小学生1，000円　中学生以上1，300円

◎申し込み先

　松之山町観光協会（a6－3011）先着100名まで受付ます。
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月
号
の
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え

6

a

2
4

　詰碁の解答を募集してい

ます。5月27日までにハガ

キなどで広報担当まで

正解者には粗品を進呈

正解者

　久保田光栄（天水島）

　高沢　哲治（豊　田）

　
ス
ペ
ー
ス
が
広
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
手
こ
ず
っ
た
方
が
多
か

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
実
は
こ
の
問
題
も
ヨ
ミ
と
同
時
に
感
覚
が
左
右
す
る
た
ぐ
い

な
の
で
す
が
…
…
。

　
正
解
は
黒
ー
コ
ス
ミ
。
白
2
、
4
と
連
絡
を
断
た
れ
て
失
敗

に
み
え
ま
す
が
、
こ
こ
で
5
、
7
と
出
切
れ
ば
白
は
a
と
ア
テ

ら
れ
な
い
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
1
の
コ
ス
、
、
＼
が
急
所
に
き
て
い
る
の
に
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

’

‘5



ー
N
O
』
ー

国
の
行
政
機
関
は
5
月
か
ら

全
土
曜
日
が
休
み
と
な
り
ま
す

　
国
家
公
務
員
の
完
全
週
休
二
日
制

が
五
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
、
国
の

行
政
機
関
は
毎
週
土
曜
日
が
休
み
と

な
り
ま
し
た
。

　
国
の
行
政
機
関
と
し
て
最
も
身
近

な
税
務
署
・
法
務
局
（
登
記
所
）
・

公
共
職
業
安
定
所
な
ど
も
、
5
月
か

ら
毎
週
土
曜
日
は
休
み
で
す
。

　
国
の
行
政
機
関
で
は
、
週
休
二
日

制
の
導
入
に
よ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
し
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す

の
て
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

探
鳥
会
・

　
松
之
山
は
野
鳥
の
宝
庫
と
し
て
全

国
的
に
知
ら
れ
、
珍
し
い
鳥
も
何
種

類
か
生
息
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
探
鳥
会
で
初
め
て
ア
カ
シ
ョ

ウ
ビ
ン
を
見
た
人
も
い
ま
す
の
で
、

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
当
日
は
小
雨
で
も
決
行
し
ま
す
の

で
、
雨
具
の
用
意
を
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

　
参
加
申
し
込
み
は
町
振
興
課
へ
。

　
ま
た
、
今
年
の
二
学
期
か
ら
は
学

校
週
五
日
制
が
月
｝
回
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
社
会
全
体
が
週
休

二
日
制
へ
向
け
て
動
い
て
い
ま
す
。

野
鳥
集
会

　
　
　
　
9

8
異
・
・

、
へα

，
．

▼
野
鳥
集
会

〇
五
月
三
十
日
（
土
）
夜
七
時
三
十
分

湯
本
福
住
館

o
講
師
　
中
島
　
公
先
生

▼
探
鳥
会

〇
五
月
三
十
一
日
（
日
）

温
泉
駐
車
場
　
朝
四
時
十
五
分
出

発
。
松
口
諏
訪
神
社
　
四
時
三
十

分
集
合
。
探
鳥
コ
ー
ス
　
美
人
林

周
辺
（
野
鳥
の
し
お
り
贈
呈
）

嘉難

　
俳
　
句

雪
の
中
沈
み
ハ
ウ
ス
の
出
来
あ
が
り

春
の
雪
来
そ
う
ハ
ウ
ス
に
柱
立
て

ハ
ウ
ス
組
む
春
の
日
和
に
恵
ま
れ
て

　
　
　
　
　
　
藤
内
名
　
村
山
　
休
石

44

短
　
歌

　
　
　
　
　
　
そ

安
吾
碑
に
萌
え
初
め
し
撫
影
映
し

　
　
　
　
か
そ

　
　
　
　
幽
け
き
風
に
揺
れ
続
け
た
り

漸
く
に
残
雪
消
え
て
大
松
の

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ぶ
し
ぜ
ろ

　
　
　
　
山
に
満
作
辛
夷
綻
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
そ
そ

釣
り
人
や
背
に
降
り
注
ぐ
柔
ら
か
き

　
　
　
　
　
　
　
い
　
つ
　
　
ま
ど
ろ

　
　
　
　
春
日
に
何
時
か
微
睡
み
居
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
松
之
山
　
丘
山
　
司
郎
（
高
校
）

さ
へ
づ
り
に
花
に
心
を
奪
は
る
る

　
　
　
　
春
は
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
来
た
り

　
　
　
　
も
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
た
れ
や
ま

あ
し
ひ
き
の
霧
の
か
か
り
し
斑
雪
山

　
　
　
　
そ
の
山
裾
に
大
字
小
字

叔
母
逝
っ
て
淋
し
き
と
き
は
け
な
げ
に
も

　
　
　
　
咲
く
花
眺
め
慰
め
ら
る
る

　
　
　
　
　
　
小
谷
鈴
木
俊
一
（
栄
屋
）

　
　
　
　
　
　
ロ

　
力
　
　
初

山
ざ
く
ら
ふ
り
か
け
に
し
て
昼
の
ゆ
め
・

手
の
ひ
ら
の
ぬ
く
も
り
覚
ま
す
タ
花
火

　
　
　
　
　
　
黒
　
倉
　
草
村
　
正
孝

（
一
枚
田
）

残
雪
の
息
吹
に
ほ
っ
と
旅
帰
り

春
耕
の
彼
方
に
白
き
深
山
か
な

　
　
　
　
　
　
豊
　
田
　
高
沢

　
　
　
　
も
た

日
溜
り
に
首
撞
げ
た
る
蕗
の
と
う

残
雪
を
眼
下
に
撫
の
芽
吹
き
か
な

　
　
　
　
　
り
ん
り
ん
　
　
　
た
　
に

オ
オ
ル
リ
の
声
凛
凍
と
渓
谷
走
る

　
　
　
　
　
　
松
之
山
　
丘
山

（
隣
）

哲
山
（
藤
助
）

司
郎
（
高
校
）

◎
多
く
の
方
の
ご
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
難
解
な
漠
字
に
は
ふ
り
が
な
を
付
け
て

　
く
だ
さ
い
。

　　　　松之山温泉まつり
観光松之山の一大イベントとして定着した松之山温泉まっりが、

今年も盛大に行われますので家族そろってお出かけください。

◎会　場　松之山温泉街及び駐車場

◎日　程　5月16日（土）

○午後2時～　管領塚供養・松里小鼓笛隊パレード

○午後2時30分～

　松里保育所園児稚児行列

○午後3時～　松之山中ブラスバンド部演奏・山菜市

○午後4時～　子供みこし・温泉太鼓行進

○午後7時30分～

　古都清乃歌謡ショー

○午後8時30分～

大花火大会（雨天順延）

※天候などにより、時間が若干変更されることがあります。

　　　　ジンギスカンまつり
　新緑がまぶしい大厳寺高原でジンギスカンが食べ放題！

　カラオケ大会・抽選会もありますので、ぜひ参加してください。

◎会　場　大厳寺高原（希望館）

◎日　程　5月17日（日）
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広報

マ

　土曜閉庁
　　5月9日・23日
　　6月13日・27日
※出生・死亡・婚姻の届はできます

1992，6月号（Nα196）

若い入たちのUターンを待っています（成人式）

　　りす組
たきざわかずふみくん
　（松之山　七兵工）

おめでた（騰》
　　　　　　　　　　　　　（生年月日）
優輝ちゃん　佐藤　実さんの長男

　　　　　　　（天水越）川端　4・3・27

窃《薙》み（露亡）　　　　　　　　　（死亡年月日）

福原ミサオさん　82歳（坪野）西山　　　4・3・31

相沢モトさん　　84歳（水梨）新屋　　　4・4・9

山岸マスエさん　82歳（兎口）新宅　　　4・4・9

村山三枝さん　　82歳（松之山）角田屋　4・4・14

竹内イトさん　　90歳（豊田）どろの木　4・4・19

久保田ヲヨさん　96歳（新田）惣兵工　　4・4・21

村山光義さん　　41歳（橋詰）万吉　　　4・4・26

涌井マサさん　　85歳（五十子平）新屋　4・4・27

小野塚健治さん　60歳（上鰯池）坂中　　4・4・29

※4月1日から30日までの届出分です。

幽今月号の話題全幽　人住まま
松之山温泉まつり一………………・2・3

成人式・名誉町民推戴式…………4・5

▼
5
月
の
予
定

－
日
　
消
防
分
団
長
会
議

3
日
　
成
人
式

6
日
　
リ
ハ
ビ
リ
教
室

10

日
　
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

13

日
　
デ
イ
・
ケ
ア

ー6

日
　
松
之
山
温
泉
ま
つ
り

　
　
　
山
菜
ま
つ
り
（
1
7
日
ま
で
）

17

日
　
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
（
大
厳
寺
高
原
）

20
日
　
リ
ハ
ビ
リ
教
室

23

日
　
山
菜
ま
つ
り
（
24
日
ま
で
一

30

日
　
山
菜
ま
つ
り
（
31
日
ま
で

　
　
　
野
鳥
集
会
（
湯
本
福
住
館

31
日
　
第
36
回
探
鳥
会
（
美
人
林

、烈、」
　ウルトラマンタロウを書きました

㊤　　ひ

　　　、ノ少

　　りす組
おのづかゆうすけくん

　　（東川上）

　
　
？
つ
す
ワ
　
ん

　
　
　
　
　
　
さ

～
　
　
　
　
　
　
う

≧
㌧
縦

k
～
幅
　
　
　
　
　
、

て
蔑
／
嚢
田

　
＼愁

γ
も
准

　
～
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
◎
／
4

▼
4
月
の
で
き
ご
と

1
日
　
新
任
教
職
員
辞
令
交
付
式

4
日
　
小
学
校
入
学
式

6
日
　
中
学
校
入
学
式

16

日
　
農
業
共
済
連
絡
員
会
議

19

日
　
第
六
回
松
之
山
温
泉
ク
ロ
ス

　
　
　
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
i
大
会

21

日
　
集
落
総
代
会
・
献
血
（
役
場

23
日
　
お
ふ
く
ろ
館
オ
ー
プ
ン

27
日
　
農
業
委
員
会
総
会

例写

痔
辺
っ

藪

〆
、
純

公民館だより9●

ちょっとすまし顔の松里保育所園児たち　（松之山温泉まっり）

農業委員会通信…一　　　　　　　…6

総合検診案内…・・…　　　　　　　　…7

5月のフォトニュースー…　　・・8・9

集落探訪（藤原）・……　　　　　　…10

知っておきたい年金知識…　　　・…11

　　　　　　　　　　・・12・13

広
報
ま
つ
の
や
ま
四
月
号

平
成
四
年
五
月
十
一
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
奮
O
．
．
五
五
ん
ー
六
－
一
二
一

編
集
／
総
務
課

五
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
六
八
三
（
▲
九
）

　
　
男
／
一
、
八
O
八
（
▲
二
）

　
　
女
／
一
、
八
七
五
（
▲
七
）

世
帯
数
／
一
、
一
五
三
（
　
四
）

（
）
内
は
四
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

　
　
　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
五
月
を
迎
え
て
も
低
温
注
意
報
が

出
さ
れ
、
苗
代
管
理
や
田
植
え
の
時

期
に
頭
を
悩
ま
さ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
本
格
的
な
田
植
え
シ
ー
ズ
ン
が
始

ま
り
、
猫
の
手
も
借
り
た
い
ほ
ど
忙

し
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
暖
か
い
日
が
続
き
、
苗

が
す
く
す
く
育
っ
て
豊
作
に
な
る
と

良
い
で
す
ね
。

　
さ
て
、
今
年
に
入
っ
て
色
々
な
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来
る

注
意
一
秒
ケ
ガ
一
生
な
ど
の
諺
や
標

語
が
あ
り
ま
す
が
、
も
う
一
度
肝
に

命
じ
て
事
故
を
起
さ
な
い
よ
う
、
ま

た
遇
わ
な
い
よ
う
十
分
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
．
　
　
　
　
佐
藤
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